
L443 食べ物はどこへゆく？
Food Travels in Your Body 

とりこむ・すてる 生命館4階

■展示品のねらい
  食べ物の絵のついたピースを皿に載せると、食べ物が消化さ
れ、養分が吸収されて不要なものが排出されるようすをアニ
メーションで表す体験的な展示です。
食べ物のピースは３つあり、それぞれ
・タンパク質（肉、魚、卵、豆類など）
・炭水化物（ごはん・パン・めん類など）
・脂肪（バターや油など）
を表しています。

■知識プラスワン

  それぞれの食べ物が消化されて吸収されるようすはすこしず
つ違います。アニメーションに現れる分子の形や大きさに注
目してみてください。胃はカタカナの「ノ」の字のような向
き（人によっていろいろなかたむきやカーブをしています）
であること、大腸はひらがなの「の」の字のようにぐるりと
おなかの中をまわっていて、水分を吸収することもわかりま
す。
●タンパク質：約２０種類のアミノ酸が長くつながった分子
です。
・口から食道：かみくだかれて小さくなりますが、タンパク
質の分子の大きさはそのままです。
・胃：長いタンパク質の分子が消化されて短くなります。
・小腸：膵臓から出た消化液とまざってさらに分子が短くな
り、吸収されて壁から血管へ入ります。
●炭水化物：ブドウ糖を表す六角形の数に注目してください
。
・口から食道：かみくだかれて小さくなり、でんぷんの分子
（六角形が多数長くつながった形）が消化されて、六角形２
つの麦芽糖や、六角形数個の分子となります。
・胃：分子が消化液とまざるが、分解されません。
・小腸：膵臓から出た消化液とまざってさらに分子が短くな
り、吸収されて壁から血管へ入り、肝臓へ向かいます。
・肝臓：ブドウ糖が多数つながったグリコーゲンとして貯蔵
され、必要に応じてまた切り離されてブドウ糖になって出て
いきます。ブドウ糖は筋肉や脳に運ばれてエネルギー源とし
て使われます。
●脂肪：グリセリンに３本の長い脂肪酸がくっついた形の分
子です。

・口から食道：かみくだかれて小さくなりますが、脂肪の分
子はそのままです。
・胃：分子が消化液と混ざるが、分解されません。
・胆嚢から消化液（胆汁）が出て水と混ざりやすくします（
乳化）。
・小腸：膵臓から出た消化液と混ざって分子が分解され、モ
ノグリセリドになり、小腸壁から血管ではなくリンパ管へ（
このとき、また脂肪分子となります）。
【便は食べ物の残りかすだけ？】
  便の中には食べ物のかすが含まれていますが、それと同じく
らいの割合で腸内細菌とその死がい、はがれおちた腸の細胞
がそれぞれ含まれています。便で一番多いのは水分で、８０
％程度です。
【おなかの中からどこへゆく】
  小腸から吸収された養分は、肝臓で別の形に変えられたり、
血管に入って運ばれたりして全身に送られます。そこで力や
エネルギー、からだをつくるもとや調子をよくするために使
われます。
【吸収されたらすぐ尿になるの？】
  吸収後に血液中を流れている養分は、腎臓に流れこむ血液か
らタンパク質や脂肪は原尿（尿のもと）には出ず、ブドウ糖
も原尿にいちど出た後再吸収され、尿としては排出されない
しくみになっています。尿に出てくるのはからだで使われ不
要なものに変化したあとです。
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